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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループ（当社

及び当社の関係会社）が判断したものであります。 

（1）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境の改善などを背景に、緩や

かな回復基調で推移したものの、海外の政治・経済の不確実性などから依然として先行きが見通しづらい

状況が継続しております。 

当企業グループが主に属する流通業界におきましては、消費者の節約志向型の購買行動の継続や人

手不足に起因する労働コストや物流コストの高騰、小売業間の資本統合や競争激化により、より厳しい事業

環境となりました。 

このような環境の下、当企業グループは、「グッド アンド ビッグカンパニー」を目指し、連結子会社 28 社、

非連結子会社１社および持分法適用関連会社１社を含め、物流を伴う現物問屋として、安心・安全な商品

の安定供給に努めるとともに、情報・物流・リテールサポート・品揃え・品質管理などの各機能を充実させ、

総合力を活かした営業体制の構築と物流事業の拡大に努めてまいりました。 

当第１四半期連結累計期間における売上高は、新規取引先の獲得と既存取引先のシェアーアップや前

年子会社化した企業の業績が加わったことで、1,295 億 57 百万円(前年同四半期比 9.8％増)となり 115 億

22 百万円の増収となりました。 

一方、利益面におきましては、グループ一丸となって、販売益の確保ならびにローコストオペレーション

の追求による経費の節減に努力いたしました結果、営業利益は６億 85 百万円(前年同四半期比 131.6％

増)、経常利益は８億83百万円(前年同四半期比104.1％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億

39 百万円(前年同四半期比 287.0％増)となりました。 

（2）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 11 億 65 百万円増加し、

2,021億52百万円となりました。主な要因は、「受取手形及び売掛金」の増加額18億48百万円、「のれん」

の減少額４億 86 百万円、「投資有価証券」の減少額４億 82 百万円によるものです。 

負債においては前連結会計年度末に比べ 15 億 32 百万円増加し、1,485 億 86 百万円となりました。主

な要因は、「支払手形及び買掛金」の増加額40億90百万円、「未払法人税等」の減少額18億26百万円、

「賞与引当金」の減少額５億 45 百万円によるものです。 

また、純資産においては前連結会計年度末に比べ３億66百万円減少し、535億66百万円となりました。

主な要因は、「その他有価証券評価差額金」の減少額３億 32 百万円によるものです。 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2019 年５月 10 日に公表いたしました連結業績予想の変更はありません。 
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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